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トピックス 

 

「重症急性呼吸器症候群(SARS)」関連情報（第 7 報） 
 

（平成 15 年 5 月 1 日現在） 
 
 

ＷＨＯは 4 月 28 日、ハノイ（ベトナム）がＳＡＲＳ感染国・地域の中で、初

の Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 制 圧 に 成 功 し た と し て 、 伝 播 確 認 地 域 か ら ハ ノ イ を 除 外 し ま し た 。

したがって、５月１日現在の伝播確認地域（各国の公衆衛生当局が、過去 20 日

以 内 に 地 域 内 に お け る 感 染 伝 播 を 確 認 ・ 報 告 し て い る 地 域 ） は 、 ホ ン コ ン 、 中

国 （ 北 京 、 広 東 省 、 山 西 省 、 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 等 ） 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 ト ロ ン ト

（カナダ）等）となっています。また、ＷＨＯは 4 月 30 日、トロント（カナ

ダ ） で の Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 可 能 性 症 例 の 発 生 が 減 少 し て い る こ と 、 最 後 の コ ミ ュ ニ テ

イー内感染の発生から 20 日間が過ぎたこと、及びトロントと関連した海外への

感 染 伝 播 が 新 た に 起 こ っ て い な い こ と な ど か ら 、 ト ロ ン ト （ カ ナ ダ ） へ の 不 要

不急な旅行の延期勧告を解除しました。  

現 在 の と こ ろ 、 Ｗ Ｈ Ｏ は ホ ン コ ン 、 中 国 （ 広 東 省 、 北 京 、 山 西 省 ） へ の 、 Ｃ

Ｄ Ｃ （ 米 国 疾 病 対 策 セ ン タ ー ） は ホ ン コ ン 、 中 国 全 土 、 シ ン ガ ポ ー ル 等 へ の 不

要 不 急 な 旅 行 の 延 期 を 勧 告 し て お り 、 我 が 国 の 外 務 省 も ホ ン コ ン 、 中 国 （ 広 東

省 、 北 京 、 山 西 省 ） 等 へ の 不 要 不 急 な 旅 行 の 再 考 勧 告 を 含 む 海 外 渡 航 危 険 情 報

を出し、注意をうながしています。  

ＷＨＯによると、これまでに 5, 663 名の患者（疑いを含む）（中国本土で 3, 

460 人、ホンコンで 1, 589 人、カナダで 148 人、シンガポールで 201 人等）と

372 名の死亡者（死亡率約 6.6%）が報告されていますが、４月 30 日時点での回

復例として 2, 470 名が報告されています。我が国の厚生労働省はＷＨＯの情報

を 受 け 、 全 国 の 自 治 体 、 医 療 機 関 等 に 関 連 情 報 を 提 供 し 、 疑 い 例 等 の 発 生 報 告

を 依 頼 し 、 ４ 月 30 日 現 在 61 例 （ 「 疑 い 例 」 （ 45 例 ） 、 「 可 能 性 例 」 （ 16

例））が報告されていますが、「確定例」と判定された症例はありません。  

先週もお伝えしたとおり、愛知県は 4 月 16 日、「愛知県ＳＡＲＳ対応行動計画

（ 暫 定 版 ） 」 を 発 表 し 、 「 可 能 性 例 」 の 基 準 を 満 た す 患 者 に つ い て は 、 治 療 は

原則として県内の 7 医療機関 (表参照 )で実施し、検査は県衛生研究所及び国立

感染症研究所で実施することになりました。  

 
医療機関名 所在地 感染症病床数

名古屋市立東市民病院名古屋市 　　10床
公立陶生病院 瀬戸市 4床
愛知県立尾張病院 一宮市 6床
春日井市民病院 春日井市 6床
厚生連知多厚生病院 知多郡美浜町 6床
県立愛知病院 岡崎市 6床
豊橋市民病院 豊橋市 　10床

 

 

 

 

 

 

 



この「愛知県ＳＡＲＳ対応行動計画」は、  
健康対策課のホームページ

（ http://www.pref.aichi.jp/kenkotaisaku/sars/index.html）  

からダウンロードできます。  

 

Ｓ Ａ Ｒ Ｓ は 現 在 、 感 染 法 上 の 「 新 感 染 症 」 と し て 取 り 扱 う と さ れ 、 エ ボ ラ 出

血熱など 1 類の疾患と同様な対処が求められています (厚生労働省、 3 月 14 日付

の通知 )。これにより、以下の条件（症例定義）を満たす疾患はその全てを報告

する必要があります。  

今 の と こ ろ 国 内 で Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 患 者 と 認 定 さ れ た 患 者 は い ま せ ん が 、 こ の 地 域 か

ら は 伝 播 確 認 地 域 （ ホ ン コ ン 、 中 国 （ 北 京 、 広 東 省 、 山 西 省 等 ） 、 台 湾 、 シ ン

ガ ポ ー ル 、 ト ロ ン ト （ カ ナ ダ ） 等 ） へ の 渡 航 者 が 多 い こ と 、 そ れ に 今 後 は こ れ

ら 地 域 の 在 住 者 の 帰 国 が 増 加 す る こ と 等 が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 こ の 地 域 へ の

Ｓ Ａ Ｒ Ｓ の 侵 入 も 十 分 考 え ら れ ま す 。 し た が っ て 、 Ｓ Ａ Ｒ Ｓ に 関 す る 情 報 を 幅

広 く 提 供 し 、 ｢疑 い 例 ｣や 「 可 能 性 例 」 を 早 い 段 階 で 発 見 し 報 告 す る 等 の こ と が

求 め ら れ ま す 。 な お 、 厚 生 労 働 省 は 、 今 後 ウ イ ル ス の 検 査 方 法 や 感 染 経 路 な ど

が 判 明 し た 段 階 で 、 Ｓ Ａ Ｒ Ｓ を 政 令 に よ り 「 指 定 感 染 症 」 に 指 定 す る 方 針 と さ

れ て い ま す 。 「 指 定 感 染 症 」 と は 、 既 に 知 ら れ て い る 感 染 症 で 国 民 の 生 命 及 び

健康に重大な影響を与えるおそれがあり、 1 類～ 3 類疾患（ 2 類にはコレラ、細

菌性赤痢など、 3 類には腸管出血性大腸菌感染症があります）に分類されていな

いもので、期間を 1 年に限定して指定する感染症です。措置等は 1 類～ 3 類疾患

に準じます。  

な お 、 様 々 な 情 報 が 毎 日 メ デ イ ア に よ っ て 流 さ れ て い ま す が 、 こ れ ま で に 確

認 さ れ た ほ と ん ど の 患 者 が 、 患 者 の 医 療 に 携 わ っ た 医 師 、 看 護 師 な ど の 医 療 従

事 者 、 そ れ に 患 者 と 同 居 し て い る 家 族 及 び 患 者 と 濃 厚 接 触 の あ っ た 人 達 に 限 ら

れ て い ま す 。 し た が っ て 一 般 の 人 々 が 感 染 す る 可 能 性 は 低 い と 考 え ら れ ま す が 、

我 が 国 に Ｓ Ａ Ｒ Ｓ が 侵 入 す る 可 能 性 も 充 分 に 考 え て お く 必 要 が あ り ま す 。 各 医

療 機 関 及 び 関 係 機 関 に お い て は 、 前 述 の 行 動 計 画 の 内 容 等 を 参 考 に 、 適 切 に 対

応することが求められます。  

 
原因不明の重症急性呼吸器症候群の症例定義  

 
○ 疑い例  
2002年11月1日（注1）以降に以下の全ての症状を示して受診した患者で  

・ 38度以上の急な発熱  
・ 咳、呼吸困難感（注2）などの呼吸器症状  

かつ、以下のいずれかを満たす者  
・ 発症前10日以内に、原因不明の重症急性呼吸器症候群の発生が報告されている地

域（＊）に旅行した者  
・ 発症前10日以内に、原因不明の重症急性呼吸器症候群の症例を看護･介護するか、

同居しているか、（注３）患者の気道分泌物、体液に触れた者  
 

（＊） ＷＨＯが4月30現在、この症候群が報告されていると示した地域（伝 播 確認

地域）は、北京（中国）、広東省（中国）、香港（中国）、山西省（中国）、

内モンゴル自治区（中国）、シンガポール（シンガポール）、台湾、トロン

ト（カナダ）、米国（特定地域の指定無し）、ロンドン（英国）である。（台

湾、米国、ロンドン（英国）については、限定的な地域内伝播であり、平成15
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年3月15日以降国外への伝播は確認されておらず、かつヒトからヒトへの密接

な接触以外の感染伝播は報告されていません。また、ハノイ（ベトナム）は4
月28日、これらの指定地域から除外されました。）  

 
○ 可能性例  
疑い例であって、  

・   胸部レントゲン写真で肺炎、または呼吸窮迫症候群の所見を示す者  
または  

・   原因不明の呼吸器疾患で死亡し、剖検により呼吸窮迫症候群の病理学的所見を示

した者  
 
（注）3訂版との主な変更箇所は以下のとおり  
（注1）2002年11月1日に変更  
（注2）症状から、「息切れ」が削除された。  
（注3）接触状況で「近距離で接触するか」が削除された。  
（注4）備考が削除された。  

 
〇 予防方法  

・ 原因は 4月 16日 のＷＨＯ報告により、普通のかぜ（イン

フルエンザではなく）の原因となるウイルスの１つである

コロナウイルスの新種「ＳＡＲＳウイルス」によるものと

確認され、検査法の研究開発も進んでいます。しかしなが

ら、治療法や予防接種の確立にはまだ相当の期間が必要と

考えられ、発症機序や感染経路等も不明な点が多く残って

います。いずれにしても、医師や看護師、それに患者と同

居する家族など患者との濃厚接触者から多くの患者が発生

していることを考えると、特に手洗いの励行を主体とした

うがいなども含めた一般的な衛生状態の保持は有効だと考

えられます。  
  

＊ なお、今後も新たな情報が入り次第、再度この週報トッピクスとホームページの

トッピクスで皆様にお知らせする予定です。  
 
参考 
 

WHO（http://www.who.int/en/） 

Severe Acute Respiratory Syndrome (SARS) を参照してください。 
 

厚生労働省（http://www.mhlw.go.jp/index.html） 

東南アジア等で流行している「重症急性呼吸器症候群」関連情報

（http://www.mhlw.go.jp/topics/2003/03/tp0318-1.html）および 

伝播確認地域（http://www.mhlw.go.jp/topics/2003/03/tp0318-1e.html）を参照してください。 
 

感染症情報センター（http://idsc.nih.go.jp/index-j.html） 

緊急情報 重症急性呼吸器症候群(http://idsc.nih.go.jp/others/urgent/update.html)および 

伝播確認地域（http://idsc.nih.go.jp/others/urgent/area-32.html）を参照してください。 
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流行状況 

 
●  手足口病   夏 か ぜ ウ イ ル ス の 飛 沫 、 経 口 、 水 疱 か ら の 感 染  
         口 の 中 、 手 や 足 の 先 の 水 疱 性 発 疹  

 夏のウイルス感染症  

 定点当たりの報告数は 0.25（先週 0.20）とやや増加  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  咽頭結膜熱  発 熱 ・ 咽 頭 炎 ・ 結 膜 炎 を 主 症 状 と す る 急 性 の ア デ ノ ウ ィ ル ス 感 染 症  

  定点当たりの報告数は 0.15（先週 0.08）とやや増加  
 
●  Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  レ ン サ 球 菌 の う ち 血 清 型 分 類 の Ａ 群 に 分 類 さ れ る

も の に よ る 上 気 道 感 染 症  

  定点当たりの報告数は 1.2（前週 1.2）と同程度に推移  
 

●  感染性胃腸炎   

 定点当たりの報告数は 4.1（前週 4.5）とやや減少  
 

●  水痘（みずぼうそう）  

  定点当たりの報告数は 1.7（前週 1.8）とやや減少  

 

 

 
感染症についての説明及びグラフ総覧については、  

愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

（ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  
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定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

 

●  病原性大腸菌Ｏ 1 2 歳男、 64 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 8 8 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 18 1 歳女、 1 歳男、 35 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 119 67 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 146 39 歳女  

  ロタウイルス感染症が非常に多く症状も重い。年長児での罹患例も多く発熱

も 39℃～ 38℃と高い。  

【尾西市  城後小児科】

●  感染性胃腸炎  少なくなりました。  

  水痘小流行  

【江南市  みやぐちこどもクリニック】

●  溶連菌が多くなってきました。  

  感染性胃腸炎も目立ちます。  

【岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック】

●  3 歳女  マイコプラズマ肺炎  

【春日町  丹羽医院】

●  手足口病が有りました。  

【七宝町  医療法人村上医院】

尾張東部地区  

 

●  ロタウイルスを含めた感染性胃腸炎が多くみられます。  

  病原性大腸菌Ｏ 18 6 歳男  

  サルモネラＯ 4 6 歳男  

  溶連菌感染症も多い。  

【瀬戸市  津田こどもクリニック】

●  水痘流行中  

  溶連菌感染症、流行性耳下腺炎も持続的にみられています。  

  その他目立った感染症はありませんでした。  

【尾張旭市  医療法人誠和会  佐伯小児科医院】

●  胃腸かぜ少々  

  水痘少々  

【春日井市  朝宮こどもクリニック】

●  マイコプラズマ肺炎   18 歳男   

【春日井市  稲垣内科】

●  咽頭結膜熱、突発性発疹がみられました。  

【春日井市  かちがわ北病院】



●  中国などからの帰国後の受診希望者は、必ず電話などで連絡の上受診するよ

うに、保健所などからの大々的なキャンペーンを希望します。  

【小牧市  志水こどもクリニック】

●  川崎病入院患者増加する。  

  ロタ胃腸炎減少する。  

【小牧市  小牧市民病院】

●  ヘルペス  42 歳女  

  マイコプラズマ  3 歳男  

【小牧市  医療法人心正会鈴木小児科】

●  アデノチェック（＋）の扁桃炎も散見  

【美浜町  愛知県厚生農業協同組合連合会知多厚生病院】

西三河地区  

 

●  1 歳女  病原大腸菌Ｏ 18 

【豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック】

●  6 歳女  病原性大腸菌Ｏ 1 

  6 歳男  病原性大腸菌Ｏ 128 

  5 ヵ月女  病原性大腸菌Ｏ 6 

  2 歳女  カンピロバクター  

【岡崎市  医療法人深田小児科】

●  3 歳女  病原性大腸菌Ｏ 25 

【岡崎市  花田こどもクリニック】

●  2 歳女  病原性大腸菌Ｏ 1 ＶＴ（－）、サルモネラ  Ｏ 9 

  7 歳男  病原性大腸菌Ｏ 18 ＶＴ (－ )、カンピロバクター、サルモネラＯ 9 

  13 歳男  病原性大腸菌Ｏ 143 ＶＴ（－）、カンピロバクター  

  44 歳女  病原性大腸菌Ｏ 128 ＶＴ（－）、カンピロバクター  

  6 歳女  病原性大腸菌Ｏ 1 ＶＴ（－）  

【岡崎市  にいのみ小児科】

●  5 歳女  カンピロバクター  

  1 歳男  病原性大腸菌Ｏ 1 

【岡崎市  医療法人川島小児科水野医院】

●  ムンプスが少し流行中です。  

【刈谷市  まついこどもクリニック】

●  水痘ワクチン接種済の方  

【安城市  医療法人鳥居医院】

●  10 歳女  カンビロバクター、病原性大腸菌 O25 ＶＴ 1(－ )、ＶＴ 2(－ ) 

  5 歳女  アデノウイルス（＋）  

 【幸田町  とみた小児科】

●  7 歳男、 4 歳女、 15 歳女  異型肺炎  

  水痘、溶連菌感染症が流行しています。     

【三好町  三好町民病院】



東三河地区  

 

●  2 歳男  マイコプラズマ肺炎  

【豊橋市  野村小児科】

●  まだインフルエンザ（Ｂ型）が散見されます。  

【豊橋市  医療法人羽柴クリニック】

●  伝染性紅斑は、発疹のみにて状態は良好  

 季節的なものか、喘息様気管支炎が目立つ  

【田原町  かわせ小児科】

●  インフルエンザＢ  保育園の施設内感染から家族内へ拡大しています。  

 水痘の施設内感染は新入園のクラスです。  

【蒲郡市  医療法人鈴木小児科医院】

1～3 類感染症の発生状況 －愛知県(名古屋市を除く。)－  

●  発生報告無し  

全数把握の４類感染症の発生状況 －愛知県(名古屋市を除く。)－

 

●  梅毒 1 例 (無症候性）  



 

第 15 週(15 年 4月 7日～4月 13日)の 4類感染症 （全国） 

 

咽 頭結膜熱の定点当たり報告数は微増し、過去 5 年間の同時期と比較してや

や多い。また、過去 1 0 年間と比較すると 2001 年に次ぐ高値で推移しており、

都 道 府 県 別 で は 福 井 県 （ 0.8） 、 滋 賀 県 （ 0.5） が 多 い 。 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 の

定点当たり報告数は前週と同値で、依然として過去 4 年間の同時期の平均の約 2 

倍あり、都道府県別では青森県（ 1.0）が多い。インフルエンザの定点当たり報

告 数 は 減 少 を 続 け 、 1.0 を 下 回 っ た 。 す べ て の 都 道 府 県 で 減 少 し 、 定 点 当 た り

3.0 以 上 の 都 道 府 県 は 秋 田 県 （ 3.5） と 宮 崎 県 （ 3.1） だ け と な っ た 。 A 群 溶 血

性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 微 増 し た が 、 都 道 府 県 別 で は 富 山 県

（ 3.3） 、石川県（ 3.0）が多い。感染性胃腸炎の定点当たり報告数は 4 週連続

で 減 少 し て い る 。 水 痘 の 定 点 当 た り 報 告 数 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 し て お り 、 都 道

府県別 では、沖縄県（ 8.8）からの報告が引き続き多い。手足口病、伝染性紅斑、

ヘ ル パ ン ギ ー ナ の 定 点 当 た り 報 告 数 は い ず れ も 微 増 し た 。 都 道 府 県 別 で は 、 手

足口病は宮崎県（ 2.2）、伝染性紅斑は北海道（ 0.8）、新潟県（ 0.7）、鳥取県

（ 0.6） 、 ま た 、 ヘ ル パ ン ギ ー ナ は 鳥 取 県 （ 0.9） が 多 い 。 風 疹 の 定 点 当 た り 報

告数は微減したが、都道府県別では岡山県（ 0.6）からの報告が依然として多く、

全体の約 4 割を占めている。麻疹（成人麻疹を除く）はゆっくりと増加してお

り、都道府県別では福島県（ 0.9）、鹿児島県（ 0.6）、宮崎県（ 0.6）が引き続

き多い。  

 

（ Infectious Diseases Weekly Report より抜粋   

厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－感染症情報室提供）  

 

 

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ（ ht tp : / / id sc .n ih .go . jp /kan ja / index -

j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。  

 

http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
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191 182 35 51 13 37 27 213 752 318 45 24 117 3 1 9 2 106 1 30 0 1 1 5 0 0

121 112 24 37 12 24 15 169 508 234 39 20 86 1 1 5 0 77 0 23 0 1 1 5 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 13 12 44 244 84 6 4 31 2 4 2 29 1 7
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 2 1 26 51 13 1 7 8 4
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1 3 60 15 7 7 3 2
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 33 3 1 4 1 8
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 12 70 19 3 1 11 5 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 12 26 13 4 7 1 6 2 1 1

江 南 6 6 1 2 10 51 8 3 1 2 1 1 2
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 7 19 9 2 3 2

知 多 7 7 2 2 1 20 19 6 1 7 1 1
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 1 3 12 16 1 4 10 9

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 2 10 20 36 7 1 6 1 17 2
西 尾 5 5 1 2 1 1 14 13 11 3 4 4 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 2 1 1 44 27 1 3 1 1 1 8 7
加 茂 3 3 1 14 10 15 2

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 12 7 12 64 17 10 3 8 2 2 1
豊 川 9 8 1 2 1 5 2 25 16 26 2 5 5 2 1

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 1 1

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 24 15 169 508 234 39 20 86 1 1 5 0 77 0 23 0 1 1 5 0 0
～6ヶ月 5 11 9
～12ヶ月 1 30 15 2 2 58 1

0歳
1歳 2 1 72 39 5 1 16 4
2歳 1 6 12 55 42 9 2 3 1 7 1
3歳 2 1 19 90 52 9 2 2 17 1 1
4歳 3 2 37 45 32 6 4 2 12
5歳 2 3 31 33 24 3 1 10 1
6歳 1 1 24 30 7 2 5 11
7歳 1 1 16 21 5 6 1
8歳 15 17 1 1 4
9歳 2 2 15 5 1 1 1

5歳～9歳
10歳～14歳 2 1 34 2 1 1 1 3 2
15歳～19歳 1 10

20歳～ 11 51 1 1 2 1
20歳～29歳 4 6
30歳～39歳 2 4
40歳～49歳 1 1 1
50歳～59歳 2 1
60歳～69歳 2

70歳～ 3
70歳～79歳
80歳以上



愛知県感染症情報

2003年第1週～第17週（平成14年12月30日～平成15年4月27日）（累計） 愛知県衛生研究所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

小
児
科

眼
科

S
T
D

基
幹

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

感
染
性
胃
腸
炎

水
痘

手
足
口
病

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

191 182 35 51 13 47,868 220 2,890 18,329 6,226 386 435 1,881 18 20 78 30 1,544 17 311 1 2 5 41 0 1

121 112 24 37 12 38,565 171 2,138 12,665 5,150 300 352 1,486 13 11 51 21 1,274 15 235 1 2 5 41 0 1

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 9,303 49 752 5,664 1,076 86 83 395 5 9 27 9 270 2 76
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 2,754 28 251 661 218 7 6 88 3 1 7 153 1 14
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1,341 17 38 876 283 15 19 66 1 1 38 8 2
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 1,378 30 744 46 11 8 21 1 13 1 15 7
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 2,710 1 158 1,419 459 34 38 175 4 1 1 1 108 1 6 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 4,290 9 151 939 287 21 41 141 1 1 9 1 94 23 1 2 1 1

江 南 6 6 1 2 1,520 6 120 1,146 227 37 13 105 1 42 16
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1,915 7 96 501 118 7 1 83 1 86 10 7

知 多 7 7 2 2 2,364 8 156 873 290 15 5 105 2 20 8
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 4,158 1 141 108 596 7 34 161 2 186 1 20

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 5,878 12 221 844 595 24 50 151 2 5 6 219 54 2 5
西 尾 5 5 1 2 1 1,190 9 116 496 270 10 28 66 1 80 6 1 4

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 2,408 16 95 827 476 9 19 89 1 7 7 4 155 7 43 11
加 茂 3 3 1 489 10 105 261 102 10 1 20 19

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 3,083 45 287 1,854 587 55 64 116 1 3 3 16 3 16 7
豊 川 9 8 1 2 1 2,835 2 172 1,116 568 38 25 86 2 1 35 2 4 5

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 252 1 28 13 8

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 38,565 171 2,138 12,665 5,150 300 352 1,486 13 11 51 21 1,274 15 235 1 2 5 41 0 1
～6ヶ月 518 1 3 147 130 4 3 121 2 3 2
～12ヶ月 1,096 5 12 895 289 12 13 930 2 1 8 2 8 5

0歳
1歳 3,225 30 54 2,155 939 68 16 405 2 17 8 60 3 5
2歳 3,245 31 145 1,469 931 67 28 25 1 1 6 2 93 1 5 4
3歳 3,320 22 259 1,332 854 50 38 1 6 1 160 7 3
4歳 3,512 28 421 1,221 920 49 57 3 1 5 2 262 3 2
5歳 2,262 20 416 914 574 17 50 1 1 2 1 260 1 5
6歳 1,825 11 328 695 237 15 53 1 1 2 145 1
7歳 1,465 9 149 542 86 5 29 1 1 91 2
8歳 1,304 3 105 429 63 3 25 2 1 1 67 2
9歳 1,336 2 62 349 37 10 2 31 1

5歳～9歳 1 3
10歳～14歳 4,856 95 776 61 4 25 1 1 1 1 51 1 5 10
15歳～19歳 1,572 8 215 7 1 6 8 2

20歳～ 9 81 1,526 22 6 5 4 1 38 1 2  
20歳～29歳 2,768 6 40 1 4
30歳～39歳 3,053 1 51 1 4
40歳～49歳 1,182 1 25 2 2 1
50歳～59歳 892 2 31 1
60歳～69歳 596 1 25 1

70歳～ 1 16
70歳～79歳 351
80歳以上 187


